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資料 単元指導計画  ５年生 ｢小数でわる計算｣（全１３時間） 

単元の目標 

（１）小数でわることの意味を理解し、除法の意味の拡張に関心を深め、有効に活用しようとする意欲をもつ。 

（２）除法の意味を拡張し、除数が小数の場合でも、除法が用いられることをテープ図や数直線などを用いて理解し、立式する

ことができる。 

（３）除数が小数の場合の計算原理や方法を理解し、筆算で計算することができる。 

（４）小数の除法について、除数の大きさから商と被除数の大小関係を判断することができる。 

（５）小数÷小数の除法におけるあまりの意味を理解し、商とあまりを求めることができる。 

（６）小数÷小数の除法の商を四捨五入して概数で求めることができる。 

（７）ある数量の小数倍の大きさを求めるときに、小数の乗法が適用されることを理解する。 

（８）小数倍やもとにする量を求めるときに、小数の除法が適用されることを理解する。 

 

単元の学習内容 

時 ねらい 主 な 学 習 活 動 指導・援助，評価 

１ 

 除数が帯小

数の場合で

も、除法の式

に表すことが

できることを

テープ図や数

直線などを用

いて考える算

数的活動を通

して理解し、

その計算方法

を既習の整数

でわる計算に

帰着させて見

出すことがで

きる。 

 

 

 

１ 数直線をかき、１ｍあたりの 

ねだんを求めることから除法 

だと気付き、既習と違い 

整数÷小数の計算の仕方を 

考えていくことを捉える。 

２ 問題場面を把握し、課題づくりをする。 

 

 

３ 個人追究で自分なりの方法 

で説明する。 

①０.１をもとに考える。 

９６÷２.４ 

＝９６÷２４×１０ 

＝４０  答え ４０円 

 

②１０倍して考える。 

 ９６÷２.４ 

＝９６０÷２４ 

＝４０  答え ４０円 

４ 全体追究で、０.１をもとにしたり１０倍したりすれば、わ

る数が小数でも計算できると気付く。   

 

 

 

５ ６０÷１.２＝６０÷１２×１０＝５０ 答え ５０円 

６０÷１.２＝６００÷１２＝５０   答え ５０円 

 

 

 

 

・演算決定とその理由を振り返りながら

課題化をする。 

 

・除数が小数であることに気付いた児童

を価値付ける。 

 

・「前はどんなわり算をしていたかな」と

【小数のかけ算とわり算】での掲示を

もとに考えるように促す。（Ｃ→Ｂ） 

 

・数直線を用いて、商の位置や大きさの

見通しをもつ。（Ｃ→Ｂ） 

 

・小数でもわり算ができることを、数直

線を用いて説明するよう促す。（Ｂ→

Ａ） 

 

・「どちらの方法にも共通していることは

何かな」と問い、整数に帰着できるこ

とに気付かせる。 

 

 

 

問題１ りぼん２.４ｍの代金が９６円です。このリボン 

１ｍのねだんはいくらでしょう。 

課題 小数でわるわり算の仕方を考えよう。 

問題２ リボンが１.２ｍの代金が６０円でした。このリボ 

ン１ｍのねだんはいくらでしょう。 

まとめ 小数でわるわり算も、整数に直して計算すること

ができる。 

 

 

 

<数学的な考え方> 

小数でわる計算の意味や仕方を、整

数のわり算に帰着させて考えること

ができる。 

＜ノート記述・発言・つぶやき＞ 
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２
（
本
時
） 

除数が純小

数の場合で

も、除法の式

に表せること

を数直線をも

とに理解し、

既習の整数÷

帯小数をもと

にその計算方

法を考える算

数的活動を通

して、被除数

と除数を１０

倍して考える

よさに気付

き、計算する

ことができ

る。 

 

 

 

１ 数直線をかき、１ｍあたりのねだんを求めることから除法だ

と気付き、式４８÷０.８から、既習と違いわる数が１より
小さい計算の仕方を考えていくことを捉える。 

２ 問題場面を把握し、課題づくりをする。 

 

 

 

 

３ 個人追究で自分なりの方法で説明する。（ペア交流） 

①０.１をもとに考える。 

４８÷０.８＝４８÷８×１０＝６０ 答え ６０円 

②１０倍して考える。 

 ４８÷０.８＝４８０÷８＝６０   答え ６０円 

４ 全体追究で、０.１をもとにしたり１０倍したりすれば、わ

る数が１より小さい小数でも計算できると確認する。わられ

る数より商が大きくなっていることに気付く。 
 

 

５ ①９÷０.２＝９００÷２＝４５    答え４５ 
②２７÷０.５＝２７０÷５＝５４   答え５４ 

 

 

 

 

 

・除数の小数の大きさの変化に気付いた

児童を価値付ける。 

・数直線を用いて「商はどこですか」と

問い、商の大きさを一緒に考える。（Ｃ

→Ｂ） 

・前時の振り返り（掲示）をもとに「同

じように考えられるかな」と問い、ど

ちらかの考え方に気付くように助言す

る。（Ｃ→Ｂ） 

・商の見当付けをすることのよさをおさ

え、わられる数より商が大きくなるこ

とに気付かせる。 
・２問目を解くことで、速い・簡単・い

つでも言えるなどどんな問題でも使え

る方法を見つけ出す。（一般化） 
・次時の筆算につながるように、「０.１

をもとにする」考え方をもとに「１０

倍する」考え方をおさえる。 

３ 

既習の整数

÷小数の計算

原理（１０倍

する考え方）

と筆算をつな

げて考える算

数的活動を通

して、整数÷

小数を筆算で

計算すること

ができる。 

 

 

 

 

１ 数直線をかき、１ｍあたりの重さを求めることから除法だと

考え、筆算を使えば既習の１０倍の考え方が使えそうだと気

付く。 

２ 問題場面を把握し、課題づくりをする。 

 

 

３ 個人追究で既習と筆算とをつなげて説明する。（ペア交流） 

  １６÷３.２＝１６０÷３２＝５     答え５kg 

 

 

 

 

 

 

  ①わられる数、わる数ともに１０倍する。 

  ②わる数を３０と見て商をたてる。 

  ③２×５、３×５の順でかけて、 

１６０－１６０とひいて、おろす。 

４ 全体追究で、被除数、除数ともに１０倍したら、既習の１６

０÷３２の筆算をすればよいことを確認する。 

 

 

５ 除数が純小数のときも、同じように計算すればよいことを確

認する。 

 

 

 

 

６ 練習問題に取り組む。 

①１７÷３.４  ②４２÷１.５  ③５６÷０.４  ④６０÷０.８ 

・既習の「小数のかけ算とわり算」の掲

示をもとに、筆算で計算しようとする

児童を価値付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・式を筆算形式で表し、「どこから計算す

るとよさそうかな」と問いながら、た

てて→かけて→ひいて→おろすの計算

手順を助言する。（Ｃ→Ｂ） 

 

・式と筆算を比べながらつなげて説明で

きるように促す。（Ｂ→Ａ） 

 

・除数が純小数の筆算でも、同じように

１０倍する考え方が使えることから、

一般化を図る。 

 

・計算の遅い児童は、答えまで求めなく

ても、整数にもどすまでを何度か練習

して、習熟を図るようにする。 

問題１ りぼん０.８ｍの代金が４８円でした。このリボン

１ｍのねだんはいくらでしょう。 

課題 （整数）÷（１より小さい小数）の計算の仕方を 

考えよう。 

まとめ （整数）÷（１より小さい小数）の計算は、わる

数とわられる数を１０倍して、整数に直してから計算する

と速い。また、わる数が１より小さいと、わり算をしても

商がわられる数より大きくなる。 

問題２   ①９÷０.２    ②２７÷０.５ <数学的な考え方> 

既習の整数÷帯分数の学習をもと

に、整数÷純小数の計算の方法を「数

直線」や「小数のしくみ」「計算のき

まり」をもとに考えることができる。 

＜ノート記述・発言・つぶやき＞ 

問題１ ３.２ｍの鉄のぼうの重さをはかったら、１６kg 

でした。この鉄のぼう１ｍの重さは何 kgでしょう。 

課題 小数でわる計算の筆算の仕方を考えよう。 

まとめ 小数の筆算は、わる数とわられる数の両方を１０

倍して、整数にして筆算をすればよい。 

問題２ ７８÷０.４の筆算を説明しよう。 

 

<表現・処理> 

計算のきまりを用いて、小数のわり

算を筆算で計算することができる。 
＜ノート記述・発言・つぶやき・練習

問題＞ 
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４ 

 小数÷小数

筆算の仕方を

既習の計算原

理（１０倍す

る考え方）を

使って考える

算数的活動を

通して理解

し、立式した

り筆算で計算

したりするこ

とができる。 

 

 

 

 

１ 数直線をかき、１ｍあたりの重さを求めることから除法だと

気付き、式８.４÷１.２から、既習と違い被除数、除数が小
数である計算の仕方を考えていくことを捉える。 

２ 問題場面を把握し、課題づくりをする。 

 

 

３ 個人追究で既習との違いをはっきりさせながら説明する。 

  ８.４÷１.２＝８４÷１２＝７ 答え７kg （ペア交流） 

 

 

 

 

 

 

４ 全体追究で、被除数、除数ともに１０倍したら、小数÷小数

でも既習の８４÷１２の筆算をすればよいことを確認する。 

 

 

５ ５.８８÷１.２＝５８.８÷１２＝４.９   答え４.９ 

  

 

 

 

 

６ 練習問題に取り組む。 

①９.６÷３.２  ②３.６÷０.４  ③６４.４÷２.８  ④２０.７÷０.３ 

・除数も被除数も小数であることに気付

いた児童を価値付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習の筆算の仕方（掲示）をもとに順

番に計算するように助言する。（Ｃ→

Ｂ） 

 

・筆算ができていることを認め、個の意

欲に応じて学び合い（アドバイス）を

するように助言する。（Ｂ→Ａ） 

 

・問題２で必ずしも何倍かして除数も被

除数も整数にするのではなく、除数さ

え整数にすれば、既習の小数÷整数の

筆算で計算することができることに気

付かせ、説明するように助言する。（Ｂ

→Ａ） 

 

 

問題１ １.２ｍの鉄のパイプの重さをはかったら、８.４ 

kgでした。この鉄のパイプ１ｍの重さは何 kgでしょう。 

課題 小数÷小数の筆算の仕方を考えよう。 

まとめ 小数÷小数の筆算も、わる数とわられる数を１０

倍して整数に直せば計算することができる。（ただし、わ

る数が整数になれば、わられる数は小数でもよい。） 

 

問題２ ５.８８÷１.２の筆算を説明しよう。 

<表現・処理> 

計算のきまりを用いて、小数÷小数

を筆算で計算することができる。 
＜ノート記述・発言・つぶやき・練習

問題＞ 
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５ 

小数でわる

除法でわりき

れるまで進む

筆算の仕方を

考える算数的

活動を通し

て、小数でわ

る計算の筆算

の仕方を理解

し、まとめる

ことができ

る。 

               

 

 

 

１ 「長方形の面積＝たて×横」か 

ら、横の長さは面積÷たてで立 

式する。式２４.７÷３.８から、既習の筆算が使えそうだが、

わりきれるまで進まなければならないことに気付く。 

２ 問題場面を把握し、課題づくりをする。 

 

 

３ 個人追究で既習の筆算の仕方を使いながらわり進めていく。

２４.７÷３.８＝２４７÷３８＝６.５  答え６.５㎝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 全体追究で、小数点を移動した後は既習の筆算と同じである

ことを確認する。 

 

 

５ 既習と同じように、商にも０を補う場合の小数点の位置を確

認し、筆算の仕方をまとめる。 

 

 

 

 

 

６ 練習問題に取り組む。 

①18.2÷5.2   ②10.5÷0.4   ③5.1÷2.5    ④7÷2.8 

⑤6÷7.5      ⑥16÷2.5     ⑦1.9÷7.6    ⑧0.3÷0.4 

・立式の段階では前時との違いに気付き

にくいので、長さを求めるのだからあ

まりはないことなどに気付いた児童を

価値付けて課題化する。 

 

 

 

・前時の筆算の仕方（教室掲示）をもと

に、除数・被除数を整数に直し、わり

きれるまで順番に計算するよう助言す

る。（Ｃ→Ｂ） 

 

 

 

・割進みができた児童には、小数点を付

ける位置を、既習をもとに説明するよ

う助言する。（Ｂ→Ａ） 

 

・ここまでの小数の学習をふり返って、

自分の言葉で筆算の仕方をまとめるよ

うに促す。 

 

 

問題１ 右のような長方形の横

の長さを求めましょう。 

課題 筆算でわりきれるまで進み、横の長さを求めよう。 

 

 

まとめ 小数÷小数でわり進みのある計算も、わる数が整

数になるように、わる数とわられる数共に１０倍し、わら

れる数の小数点に合わせて商の小数点をうてばよい。 

問題２ ①１２÷７.５  ②４.２÷５.６ 

<表現・処理> 

被除数と除数共に１０倍して、整数

のときと同じようにわり進み、小数点

の位置に気を付けて筆算で正しく計

算することができる。 
＜ノート記述・発言・つぶやき・練

習問題＞ 


